
第八十一号　押上一丁目仲町会広報誌　『押　仲』　令和元年 6月 30日発行

多賀町会長題字

押
上
一
丁
目
仲
町
会
広
報
部

 

編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
八
十
一
号

令
和
元
年
六
月
三
十
日

　

こ
の
四
月
に
地
方
選
挙
が
あ
り
、
山
本
亨
区

長
の
二
期
目
の
再
選
と
、
区
議
会
議
員
三
十
二

名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
四
年
前
に
民
間
か
ら
墨

田
区
史
上
初
め
て
の
区
長
が
誕
生
し
、
四
年
間

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
五
月
よ
り
新
元
号
で
あ
る
令
和
の
時
代

が
始
ま
り
、
平
和
な
良
き
日
が
続
く
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
多
賀
康
之
は
こ
の
度
、
大
橋

由
明
前
会
長
の
後
任
と
し
て
今
年
度
か
ら
当
町

会
の
会
長
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
町
会
で
は
、
交
通
部
長
、
総
務
部
長
、

副
会
長
を
歴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
父
が
町

会
長
職
を
細
川
会
長
に
譲
っ
て
か
ら
丸
二
十

年
、
高
橋
会
長
、
沖
山
会
長
、
大
橋
会
長
と
近

代
的
な
町
会
運
営
が
受
け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
も
小
さ
い
な
が
ら
も
仲
の
良
い
全
員

参
加
の
町
会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

歴
代
の
会
長
の
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
町
会
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
会
の
発
展

の
た
め
一
歩
一
歩
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
隅
田
川
花
火
、
飛
木
稲
荷
神
社

祭
礼
な
ど
す
で
に
日
程
の
決
ま
っ
て
い
る
行
事

も
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
新
し
い
役
員
の
も
と

皆
様
に
は
町
会
の
事
業
に
対
し
て
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
地
区
部
長
さ
ん
も
多
く
交
代

が
あ
り
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、「
回
覧
」「
取

り
纏
め
」
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
橋
前
会
長
に
は
、

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長
多
賀
康
之

【

ご

挨

拶

】

【

婦

人

会

】

　

令
和
元
年
度
婦
人
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
会
計
熊
谷
さ
ん
、
監
査
峯
岸
さ
ん
、
前

会
長
齋
藤
さ
ん
な
ら
び
に
会
員
皆
様
の
協
力
に

よ
り
、
二
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令

和

元

年

度

役

員

名

一

覧

役　 職　 名 氏 名

総　 務　 部　 長 大 橋 祥 子

副 部 長

加 納　 智 雄

野 村　 勝 巳

小 林　 裕 史

地 域 安 全 部 長 高 野  　　 裕

副 部 長 小 宮　 善 雄

防 火 防 災 部 長 小 杉　 誠 一

副 部 長 後 藤　 幹 雄

交　 通　 部　 長 高 畑 良 之

副 部 長
広 畑  　　 繁

野 村　 勝 巳

福 利 厚 生 部 長 井 上　 次 男

副 部 長
大 木　　 茂

大 橋　 祥 子

青少年育成部長 並 木　 行 雄

副 部 長
高 野  　　 裕

峯 岸　 壮 吉

広　 報　 部　 長 五 月 女 稔

副 部 長

奥 山　 達 夫

五 味 　 健

山 本 勝 信

地 区 氏 名
第  一 地区部長 小 林　 裕 史
第  二 地区部長 井 上 良 子
第  三 地区部長 熊 谷　 英 明
第  四 地区部長 木 島 好 美
第  五 地区部長 小 杉 誠 一
第  六 地区部長 大 橋　 由 明
第  七 地区部長 櫻 井 清 泉
第  八 地区部長 沖 山　 泰 則
第  九 地区部長 細 川　 勝 也
第  十 地区部長 来 栖 修 二
第十一地区部長 三 浦 数 治
第十二地区部長 峯 岸　 壮 吉
第十三地区部長 奥 山 達 夫
第十四地区部長 橋 爪 千 恵 子
第十五地区部長 五 月 女 稔

環 境 衛 生 部 長 並 木　 行 雄

副 部 長 小 杉　 誠 一

会 館 管 理 部 長 株式会社北沢総務

副 部 長 荒 井　 金 次

慶　 弔　 部　 長 峯 岸　 壮 吉

六
年
間
に
亘
っ
て
会
長
と
い
う
大
役
を
お
努
め

に
な
り
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後
は
、

常
任
相
談
役
と
し
て
ご
指
導
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

山
本　

容
子

役　 職　 名 氏 　 　 名

町  　 会  　 長 多 賀　 康 之
副 会 長 峯 岸　 壮 吉
会　　　  　 計 奥 田　 清 和
総 務 部 長 大 橋 祥 子
会 計 監 査 笠 松　 秀 臣

顧  　　  　 問
細 川　 勝 也
高 橋 邦 夫

常 任 相 談 役 沖 山　 泰 則
常 任 相 談 役 大 橋 由 明
相  　 談  　 役 多 賀 左 知 子
氏 子 総 代 多 賀　 康 之

宮  　 総  　 代

細 川　 勝 也
高 橋　 邦 夫
沖 山　 泰 則
大 橋 由 明

民 生 委 員 多 賀　 康 之
婦 人 会 会 長 山 本 容 子
子 供 会 会 長 齋 藤 愛

【

子

供

会

】

　

新
元
号
『
令
和
』
発
表
か
ら
始
ま
っ
た

二
〇
一
九
年
度　

押
上
一
丁
目
仲
町
会
の
子
供

会
で
は
新
一
年
生
を
一
名
迎
え
総
勢
五
人
で
賑

や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

身
体
に
比
べ
大
き
く
光
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
新
一
年
生
を
、
新
学
年
に
進
ん
だ
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
が
優
し
く
中
心
に
囲
み
登
校
班

で
も
楽
し
そ
う
に
通
う
子
供
達
の
姿
に
、
ま
た

一
つ
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　

新
し
い
教
科
書
に
初
め
て
習
う
教
科
、
そ
し

て
新
元
号
と
、
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
る
新
年
度

と
な
り
ま
し
た
。
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
は
運

動
会
の
練
習
も
始
ま
り
、
慌
た
だ
し
い
中
、
新

し
い
友
達
が
で
き
た
り
と
、
少
し
ず
つ
新
し
い

生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
様
に
感
じ
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
目
指
し
て
い
た
リ
レ
ー
の
選
手

に
な
っ
た
り
、
応
援
団
で
声
を
出
し
た
り
と
、

運
動
会
本
番
を
緊
張
と
ワ
ク
ワ
ク
心
躍
ら
せ
て

迎
え
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
日
焼
け
し

た
子
供
達
の
顔
に
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

世
間
で
は
自
動
車
の
事
故
な
ど
子
供
に
対
し

て
悲
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
が
、町
内
会
、

子
供
会
合
わ
せ
て
子
供
達
が
元
気
に
育
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【

今

後

の

活

動

】

　

沖
山
町
会
長
、
大
橋
町

会
長
の
下
で
副
会
長
を
十

年
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
か
ら
は
多
賀
副
会
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
町
会
活
動
は

交
通
安
全
、
防
災
訓
練
、
地
域
安
全
、
祭
礼
等

の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時

の
町
会
員
の
親
睦
・
共
助
を
円
滑
に
行
え
る
た

め
の
活
動
組
織
で
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
町

会
の
活
動
を
支
え
る
方
々
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
人
生
百
年
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
退
職

年
齢
も
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
が
現
実
と
な
っ

て
い
ま
す
。
退
職
し
た
方
々
に
も
町
会
活
動
に

参
加
し
て
頂
け
る
開
か
れ
た
町
会
に
す
る
努
力

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

あ
れ
ば
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

副
町
会
長 

峯
岸
壮
吉

　

六
月
八
日 

婦
人
会
夏
の
食
事
会
を
開
催
し
、

な
り
ひ
ら 

で
婦
人
会
員
の
方
々
と
会
話
を
し

な
が
ら
、
楽
し
く
お
食
事
を
頂
き
ま
し
た
。　

十
四
名
の
方
々
に
参
加
頂
き
、
あ
っ
と
い
う
間

に
談
笑
し
な
が
ら
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
婦
人
会
に
協
力
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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【

編

集

後

記

】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横

井

正

男

　

今
回
は
北
十
間
川
沿
岸
に
あ
る
墨
田
区

に
は
欠
か
せ
な
い
史
跡
、「
吾
嬬
神
社
」（
写

真
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

来
ま
し
た
。
こ
こ
三
浦
半
島
か
ら
東
京
湾

を
船
で
横
断
し
上
総
国
（
千
葉
県
）
木
更

津
に
向
か
い
ま
す
。
し
か
し
、
海
上
で

暴
風
に
遭
い
大
時し

け化
と
な
り
進
む
こ
と
も

戻
る
こ
と
も
出
来
ず
大
変
難
儀
を
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
命み
こ
とに
伴
わ
れ
て
き
た
お
妃
の

弟
橘
媛
は
船
が
沈
没
す
る
危
険
を
感
じ
、

荒
れ
狂
う
海
神
の
心
を
鎮
め
る
た
め
に
自

ら
海
中
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。
す
る
と
海

上
は
瞬
く
間
に
穏
や
か
に
な
り
、
命
み
こ
と

一
行

を
乗
せ
た
船
は
海
上
を
走
る
様
に
進
み
、

全
員
が
無
事
木
更
津
に
上
陸
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
船
出
し
た

場
所
を
「
走は
し
り
み
ず水
」
と
言
う
地
名
が
付
け
ら

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
国
の
鎮
圧
を
終
え
た
命み
こ
と
は
東
京
湾
奥

の
浮
洲
ま
で
来
ま
す
。
そ
こ
に
は
弟
橘
媛

が
身
に
ま
と
っ
て
い
た
衣
・
櫛く
し

等
形
見
の

品
が
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。
景
行
天
皇

四
二 

（
一
一
二
）
年
、
命み
こ
と
は
こ
の
地
に
弟

橘
媛
の
形
見
の
品
を
納
め
築
山
を
き
づ
き

ま
す
。
こ
の
場
所
に
「
吾
が
つ
ま
」
に
因

ん
だ
吾
嬬
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
こ
に
命み
こ
とが

食
事
に
用
い
て
い
た
楠

の
木
の
箸
二
本
を
刺
す
と
、
や
が
て
箸
に

根
・
枝
が
生
じ
相あ
い
お
い生
の
ご
神
木
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は「
吾

嬬
の
森　

連れ
ん
り理
の
楠
」
と
あ
が
め
ら
れ
江

戸
名
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
（
参
考
資
料 

同
社
由
緒
書
他
）。
連
理
と
は
「
二
本
の

木
の
枝
と
枝
が
繋
が
っ
た
様
子
で
夫
婦
の

契
り
が
深
い
こ
と
の
喩
え
」
で
す
。
次
の

絵
は
安
藤
広
重
画
「
江
戸
名
所
絵
図
」
の

中
に
あ
る
「
吾
嬬
の
森 

連
理
の
梓
」
で
す
。

　

吾
嬬
神
社
の
あ
る
地
名
「
立
花
（
た
ち

ば
な
）」
や
キ
ラ
キ
ラ
橘
商
店
街
の
「
橘

た
ち
ば
な」

の
名
前
は
い
ず
れ
も
神
社
の
ご
祭
神
「
弟

橘
媛
」
の
「
橘
」
が
由
来
な
の
で
す
。

　

神
社
の
近
く
に
は
小
村
江
（
江
は
「
入

江
」、
現
在
の
小
村
井
）
の
地
名
も
あ
り
、

昔
は
吾
嬬
神
社
の
辺
り
ま
で
が
海
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
吾
嬬
神
社
の
話
に
は
続
き
が

あ
り
ま
す
。
弟
橘
媛
の
衣
の
片
袖
が
現
在

の
千
葉
県
木
更
津
市
の
浜
に
流
れ
着
い
た

と
の
伝
説
が
あ
る
の
で
す
。
木
更
津
市
に

あ
る「
吾
妻
神
社
」は
こ
の「
袖
」を
弔
い
、

弟
橘
媛
・
倭
建
命
を
ご
祭
神
に
こ
の
地
に

創
建
し
た
と
の
社
伝
が
あ
り
ま
す
（
住
所 

千
葉
県
木
更
津
市
吾
妻
二
―
七
―
五
五
）。

墨
田
の
古
社
「
吾
嬬
神
社
」
の
由
来
に
通

じ
ま
す
ね
。
こ
ち
ら
の
「
つ
ま
」
は
「
嬬
」

で
は
な
く
「
妻
」
の
字
を
用
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
付
近
の
海
辺

を
「
袖
ヶ
浦
」
と
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
、
現

在
の
「
袖
ヶ
浦
市
」
の
地
名
に
も
な
っ
て

い
ま
す
（
浦
は
水
辺
の
こ
と
）。
も
う
片

方
の
「
袖
」
は
習
志
野
市
の
浜
に
流
れ
着

い
た
と
言
う
説
が
あ
り
ま
す
。
習
志
野
市

に
吾
嬬
神
社
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら

の
「
袖
ヶ
浦
」
と
言
う
地
名
が
現
在
で
も

「
習
志
野
市
袖
ヶ
浦
一
〜
六
丁
目
」
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
昔
は
海

辺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在

は
埋
立
て
が
進
み
、
海
岸
線
は
こ
こ
か
ら

二
㎞
も
南
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
地
名
は
郷
土
の
歴
史
に
は

欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
大
切
な
裏
付
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

前
述
の
走
水
の
地
に
「
走
水
神
社
（
所

在
地
横
須
賀
市
走
水
二
―
「
一
二
―
五
）」

が
あ
り
ま
す
。
観
音
崎
灯
台
の
す
ぐ
近
く

で
す
。
こ
の
神
社
の
ご
祭
神
も
吾
嬬
神
社

と
同
じ
倭
建
命
と
弟
橘
媛
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
遠
隔
の
地
と
繋
が
り

が
あ
る
も
の
で
す
ね
。

　

ま
た
、
こ
の
伝
説
か
ら
東ひ
が
しを
「
あ
づ
ま
」

と
言
う
よ
う
に
な
り
、
文
字
も
そ
う
読
む

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

墨
田
区
に
も
こ
の
様
な
二
千
年
近
く
の

伝
説
が
生
き
て
い
る
歴
史
と
史
跡
が
あ
る

の
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
地

を
歴
史
散
歩
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

六
月
一
日
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
町

会
長
に
交
代
し
た
。
当
日
は
豪
華
な
弁
当
が
目

の
前
に
並
び
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
升
本
の

三
千
五
百
六
十
四
円
の
高
級
弁
当
だ
っ
た
。
欠

席
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
も
来
年
は
ぜ
ひ
出
席
し

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

総
会
以
降
は
、
意
欲
的
な
会
合
が
多
く
開
か

れ
る
よ
う
だ
。
時
は
令
和
。
こ
の
町
会
も
新
時

代
が
始
ま
っ
た
。
補
佐
す
る
副
会
長
も
十
一
年

目
を
迎
え
る
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で
、
今
後
が
大
い

に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

早
速
、
今
年
の
祭
礼
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た

そ
う
で
、
今
年
は
例
祭
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
企

画
が
出
て
く
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

二
十
、
吾
妻
神
社
　

俳
句
（
寄
稿
）

前
回
に
続
き
『
俳
句
』
を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

※　

池
の
面
に　

波
紋
を
残
し　

夏
燕

清
水
公
園
の
吟
行
句
で
す
。

※　

新
緑
や　

お
寺
の
大
屋
根　

暗
く
せ
り

新
緑
の
素
晴
ら
し
い
清
水
公
園
で
し
た
。

※　

新
緑
に　

つ
つ
み
込
ま
れ
し　

古
刹
か
な

新
緑
の
大
変
美
し
い
光
景
で
し
た
。

※　

干
潟
這
ふ　

蟹
追
ひ
か
け
る　

遠
眼
鏡

東
京
湾
の
野
鳥
公
園
で
。

　

吾
嬬
神
社
は
北
十
間
川
に
架
か
る
福
神

橋
際
、
明
治
通
り
を
挟
ん
で
花
王
石
鹸
の

向
い
側
に
鎮
座
す
る
古
い
神
社
で
す
（
住

所 

立
花
一
―
一
―
一
五
）。
神
社
の
名
前

で
お
気
づ
き
と
思
い
ま
す
が
、
旧
向
島
請

地
町
の
東
隣
の
町
名
は
吾
嬬
町
（
東
・
西
）

で
し
た
。
こ
の
「
吾
嬬
」
の
名
の
由
来
が

吾
嬬
神
社
の
社
名
か
ら
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
隅
田
川
に
架
か
っ
て
い
る
「
吾
妻

橋
」（
初
め
は
大
川
橋
と
称
し
た
）
の
名

称
は
吾
嬬
神
社
参
拝
へ
の
北
十
間
川
沿
い

の
道
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
吾
嬬
神
社
の
創
建
時
期
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
墨
田
区
内
で
最
も
古

い
歴
史
が
あ
る
神
社
の
一
つ
で
す
。
ご
祭

神
は
弟
お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

橘
媛
と
倭
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

建
命
（
日
本
武
尊
と

も
書
き
ま
す
）
で
す
。
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
倭
建
命
は
一
二
代
景
行
天
皇

（
西
暦
七
〇
〜
一
三
〇
年
頃
）
の
皇
子
で

す
。
神
社
に
は
由
来
に
ま
つ
わ
る
次
の
様

な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

倭
建
命
は
父
景
行
天
皇
か
ら
東
国
の
鎮

圧
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
倭
建

命
一
行
は
相
模
の
国 

（
神
奈
川
県
）
ま
で

吾嬬神社ゆかりの地　（首都高速道路網図より）

【
す
み
だ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

五
月
十
九
日
墨
田
区
に
て
一
斉
に
町
を
綺

麗
に
す
る
た
め
の
す
み
だ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仲
町
会
も
並
木

部
長
を
先
頭
に
婦
人
会
、
子
供
会
、
町
会
の

方
々
が
午
前
八
時
三
十
分
に
町
会
会
館
に
集

ま
り
、
ご
み
の
収
集
の
注
意
点
、、
回
収
な

ど
の
手
順
の
説
明
、
な
ら
び
に
ご
み
袋
の
、

手
袋
の
配
布
を
行
い
、
町
内
清
掃
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

二
時
間
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
が
、
ご
み

袋
が
約
二
十
程
度
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
日
だ
け
で
な
く
毎

日
自
分
の
家
の
前
だ
け
で
も
掃
除
す
る
こ
と

を
心
掛
け
れ
ば
町
は
い
つ
も
綺
麗
に
維
持
さ

れ
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

クリーンキャンベーン参加者

吾嬬神社

吾嬬の森 連理の梓

墨田区 吾嬬神社
習志野市袖ヶ浦

袖ヶ浦市

木更津市 吾嬬神社
横須賀市 走水神社


